




示す。一般に、酸化物は金属に比べスパッタレートが

遅いことから、スパッタ放電を長時間行なうと埋め込

み微小酸化物が突起状に残留する。この突起への電界

形状変化による影響を除去するため、







（2）式、及び、(3)式を（1）式に代入すると下記の

（4）式となる。

ここで、第3項のjsがどのような形になるか不明であ

る。そこで、js =0とし（4）式を解いた結果と実験結

果との比較から、jsを求め、最終的に（4）式を解くこ

ととした。

（4）式において、js =0として、Qについて解くと

（5）式となる。

［2］jsの算出方法
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